
決算書掲載頁　P193

内
訳

浸水を防止し、生活雑排水を速やかに排水し、もって市民生活の安全と衛生的な生活環境の確保に寄与する。

平成２５年度以降の予算については、増額要望を行うとともに緊急性等を総合的に判断しながら対策していく。
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地域排水路等の機能を保つため、浚渫・清掃等を行う。
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地域排水路等の排水機能を確保する。
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直営 昭和64年度以前

河内長野市民

平成２５年度以降の予算については、増額要望を行うとともに緊急性等を総合的に判断しながら対策していく。
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事業：排水路維持補修事業                      

排水路の機能保全のため、浚渫清掃及び補修工事を行った。 

 

細事業：下水・排水路の浚渫・清掃事業                

１．下水排水路の浚渫清掃事業 

排水路の機能保全のため、浚渫清掃を行った。また、補修が必要な個所について応急復旧工事を実施した。 

委 託 名 金 額（円） 委 託 概 要 

下水道施設清掃等業務 6,821,982 下水道施設の浚渫・清掃 

下水道敷植物管理業務 938,805 下水道敷の植物管理 

合計 7,760,787  

＜参考＞委託料の推移 

年度 委託料（円） 

昭和６２年度 ４,４９７,０００ 

昭和６３年度 ６,４９８,０００ 

平成 元年度 ９,９９６,１５０ 

平成 ２年度 ９,９９６,１５０ 

平成 ３年度 ９,９５３,９２０ 

平成 ４年度 ９,９９５,１２０ 

平成 ５年度 １１,９５８,３００ 

平成 ６年度 １２,９６１,５２０ 

平成 ７年度 １２,９１５,２９４ 

平成 ８年度 １２,９２３,４１０ 

平成 ９年度 １３,２１５,３００ 

平成１０年度 １３,２４８,９００ 

平成１１年度 １３,２４５,１５０ 

平成１２年度 １２,４５９,３００ 

平成１３年度 １１,８７５,５００ 

平成１４年度 １１,８４９,２５０ 

平成１５年度 １０,６１８,７５４ 

平成１６年度 １０,４８３,５５８ 

平成１７年度 １０,２９５,４２９ 

平成１８年度 １０,２６７,５９７ 

平成１９年度 ９,２９５,２２７ 

平成２０年度 ９,２９６,２８０ 

平成２１年度 ８,８３０,２５０ 

平成２２年度 ７,６５７,８３５ 

平成２３年度 ７,０５２,７００ 

平成２４年度 ７,７６０,７８７ 

(１) 工事請負費 

工 事 名 金 額（円） 工 事 概 要 

排水路応急復旧工事等 492,450 水路床補修、閉塞修繕等 

 


